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　本研究では，連続的に堆積している火山噴出物の時間間隙を火山噴出物の古地磁気方位に基いて推定するこ

とを試みる．火山噴出物の古地磁気方位を精度よく決定できたならば，日本の考古地磁気永年変化カーブから

得られる単位時間あたりの永年年化量（平均0.06度/年程度）を参照することで，時間間隙を定量的に見積も

ることができる．例えば，火山岩（溶岩）の場合，古地磁気方位データの精度は1–2度である．たとえば，2層

の古地磁気方位が6度異なっていれば，古地磁気方位の違いとして時間間隙を検出でき，かつ，その時間差は

100年程度と推定できる．阿蘇4火砕流堆積物においては，火砕流堆積物4Aと4Bで古地磁気方位に違いがあ

り，時間間隙が指摘されている（中島・藤井，1998; Fujii et al., 2001）．また，溶結凝灰岩どうしの時間間

隙を見積もった例もある（安田ほか，2015）． 

　大規模噴火による火砕流堆積物や火山灰層が積み重なった露頭において古地磁気方位測定を行う際の一般的

な問題点は,（１）未固結（非溶結）であることが多く，精度の良い定方位試料を採取することが難しいこ

と，（２）上位の火砕流堆積物によって下位の火砕流堆積物や火山灰層が加熱されうること，である．そこ

で，本研究では，非溶結試料を精度よく採取するために，露頭に治具を固定した上で，キューブを非溶結の露

頭に差し込む方法を採用して，従来よりも高精度な定方位採取を実現した．また，プラスチックキューブ

（7cc）のみならず，アルミキューブを導入して，600度程度までの熱消磁実験を可能にした． 

　本研究では，この手法の1つのケーススタディとして，4万年前の支笏カルデラ噴火の火山噴出物の古地磁気

方位測定を試みた．苫小牧市覚生川沿いにある支笏火砕流のテフラ層序には，構成物や噴火様式の記載が既に

あり，5つの噴火フェーズが提案されている．これらの5つの噴火フェーズを構成する非溶結火砕流堆積

物・サージ堆積物を前述のサンプリング手法を用いて精度よく定方位採取した．これまでに得られた予察的な

測定結果に基くならば，フェーズ2の非溶結火砕流堆積物とフェーズ3 の非溶結火砕流堆積物の時間間隙

は，同時～数十年と推定された．フェーズ3の非溶結火砕流堆積物とフェーズ4の非溶結火砕流堆積物の時間間

隙は，100年以上と推察された．これらの古地磁気データは，露頭における地質学的な観察や岩石学的データ

に，定量的な時間見積もりを与えることになり，支笏カルデラ噴火プロセスの把握に貢献する．
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